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ためには一定の電圧（3.3 Vや5 V）をキープしなけれ
ばなりません．
　出力電流が変化しても出力電圧が一定で，安定し
た電圧を半導体に供給できる回路，それが「電源」
です．

● 忘れてない？教科書には載ってなかった電源回路
　図1は，第3章でも出てきたOPアンプを使用し
た増幅回路です．この回路は非反転アンプで，ゲイ
ンを与える式を次に示します．

G＝R1＋R2R1
＝
3 kΩ＋27 kΩ
3 kΩ

＝10倍  （1）

式（1）に図1の定数を入れると，10倍のアンプだと
わかります．
　しかし，図1の通り接続したのでは絶対に動作し
ません．電源部分が抜けています．一般的なOPア
ンプ回路は，電源部を回路図に記載しない，あるい
は別途に回路図に書くことが一般的なため，記載さ
れていないのです．図2に，実際に動作可能な回路
図と実装イメージ図を示します．電源とグラウンド
に接続されたコンデンサC1，C2（一般にバ

bypass

イパス・
コ

capacitor

ンデンサ，デ
decoupling capacitor

カップリング・コンデンサと呼ぶ）が
追加されています．

＊
　本章では，そんな「電源」の動作メカニズムや定
番の制御ICを紹介します．

● 電源回路は普通の電子回路と何が違うの？
　テレビ，パソコン，スマートホンなどの身近な製
品には，必ずトランジスタやIC（Integrated Circuit）
などの半導体を使った電子回路が作り込まれていま
す．そして，これらの半導体が動いて初めて，イン
ターネットやメールなどの今どきのアプリケーショ
ン・ソフトウェアを利用できます．
　テレビのフロントパネルにある電源スイッチを
ONすると，半導体に電源が供給されて動き出しま
す．半導体が動くためには，＋5 V，3.3 Vといった
お決まりの電圧を加える必要があります．このとき，
半導体が消費する電流が「一定」で，たとえば1 A
なら，1 Aを出力したときに＋3.3 V一定の電源を
用意すればよいのですが，半導体の消費電流は常に
大きくなったり小さくなったりします．
　半導体の消費電流（＝電源の出力電流）が変化する
と，電源はその影響を受けます．半導体が動作する
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図1　よくある非反転アンプの回路図
電源は示されないことが多い．このまま電源をつながないとこ
の回路は動きません…

図2　図1の回路の完成度を上げて実際に動くようにした回路図
（a）回路図 （b）実際に組み上げたようす
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装置の心臓部！どんな部品も良いエネルギ供給源があってこそ
やりなおし！電源回路入門第4章 安定第一瀬川 毅
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